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JR高輪ゲートウェイ駅前 品川駅北周辺地区の開発プロジェクト 1
1街区 2街区 3街区 4街区（北棟） （南棟）
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・熱供給事業
・CGS
・自営電力を利用した電気の特定供給

需給一体型エネルギーシステムを構築
地域全体で高い省CO2・BCP性能を実現

課題1 街区、複数建築物におけるエネルギー融通、まちづくり等の取り組み
需給一体型エネルギーシステムによる地域全体の省CO2・BCP

1街区 2街区 3街区 4街区

3街区へ

DHCへ

2街区へ1街区へ

4街区
北棟へ

4街区
南棟へ

特高変圧器
特高開閉器盤

特高ケーブル
高圧ケーブル

（66kV構内幹線）
（6.6kV構内幹線）

特高ケーブル（66kV JR電源引込）

Tr

Tr

Tr

Tr

Tr

JR自営電力

3街区
サブ変へ

CGS 1,000kw×2台CGS

燃料電池 200kw×1台SOFC

3街区へ

４街区へ

太陽光発電

高信頼性・低炭素の電源活用
0.290 kg-CO2/kWh*

*2018年度調整後排出係数

CGSSOFC

CGS・自営電力を利用した電気の特定供給

需要一体型エネルギーシステム



1街区 2街区 3街区 4街区

需給連携型熱供給システム [高輪ゲートウェイ駅DHC] 3

• 国内最高レベルの供給温度緩和
• 中温冷水の供給温度可変と中温冷水／温水の季節切替型供給
• 遠隔の高温水・給湯需要に対応するDHCプラントのサテライト化
• 太陽熱・厨房排水熱など未利用・再生可能エネルギー利用
• ターボヒートポンプ，ヒーティングタワーヒートポンプによる温水供給
• ガスエンジンCGS排熱の利用
• 国内最大級の大規模蓄熱槽
• 低層部直接供給と大温度差変流量変揚程送水

供給先A
第1プラント

供給先B

冷水

高温水・給湯
中温冷水/温水

厨房排水

第2サテライトプラント

第1サテライトプラント



・電気…電力停止時はガス供給により10日間、ガス停止時も重油により3日間分確保
・熱 …電力停止時はガス供給により12日間、ガス停止時も重油により3日間分確保
・水 …大規模蓄熱槽・排水貯留槽で3日間の給排水機能を確保

課題2 非常時のエネルギー自立と省CO2の実現を両立する取り組み
BCPの考え方
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電気

中圧ガス

上水

油

非常用発電機

電気

中圧ガス

上水

中圧ガス

非常用発電機
CGS等

電気

CGS

自営電力

非常用発電機

発災

kW

発災 72h
(３日)

kW

CGS

自営電力
非常用発電機

72h
(３日)

240h
(10日)

（中圧ガス）

（重油）

業務継続に必要な需要量

288h
(12日)

発災

業務継続に必要な需要量

72h
(３日)

GJ/h

DHC冷水
（ターボ冷凍機）

発災 72h
(３日)

GJ/h
冷熱

DHC冷水
(ターボ冷凍機、冷温水機)

288h
(12日)

発災

GJ/h

120h
(5日)

DHC温水
（ﾋｰﾃｨﾝｸﾞﾀﾜｰHP）

発災

GJ/h
温熱

72h
(３日)

72h
(３日)

DHC温水
(ﾋｰﾃｨﾝｸﾞﾀﾜｰHP,
冷温水機, ﾎﾞｲﾗ)

288h
(12日)



建築的な環境デザイン 5

公園と一体となる緑

コンピュテーショナルデザイン 光環境の検証

シークエンスファサードデザイン

バイオフィリックデザイン

日射負荷低減・車窓からの視点で変化する表情

木漏れ日に近い、大庇の影形状 ﾚﾝﾁｷｭﾗｰﾚﾝｽﾞによる暗がりへの集光

左 中央 右

複数のルーバー形状の組み合わせ

豊かな緑を連ねた低層部で緑の丘を形成



地域冷暖房との需給連携による供給温度・負荷可変空調換気システム
需給連携による供給温度可変のイメージ
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小大
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41℃

13～15℃

8℃

供給温度緩和

季節切替

季節切替型
DHC

供給温度緩和

中温冷水／温水
季節切替

中温冷水
供給温度可変

空調機コイル選定、切替バルブ設置、制御情報共有など建物側空調設計との連携

⇒ 利用量増



地域冷暖房との需給連携による供給温度・負荷可変空調換気システム
需給連携による負荷可変のイメージ
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排気
ファン

地域冷暖房

M M受入機械室

ダイレクト熱供給と
分散型熱交換器

電気室等の冬期強制冷房
による熱回収システム

集中トイレ排気の冬期冷却
による排熱回収システム

3街区 4街区

低層系統

高層系統

分散型
熱交換器

低層系統

高層系統

分散型
熱交換器

冷水 8℃

中温冷水 13～15℃
温水 41℃

電気室

熱回収
コイル

トイレ

トイレ

冷温水温度緩和供給
中温冷水の変温度供給

外気冷房停止 空調機

1

冬期の温水製造 ターボヒートポンプの熱回収運転が最も高効率 ⇒ 建物側換気強制冷却

M

M

受入機械室



デマンドサイド再生可能エネルギーカスケード利用システム
太陽熱・大気熱カスケード利用給湯システム
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・4街区ホテルの給湯は、サテライト化し、太陽熱＋空気熱源給湯ヒートポンプを利用
・補給水系統は入口給水温度が低いため、太陽熱とヒートポンプはより高効率な昇温が可能

2

空気熱源給湯ヒートポンプ

太陽熱集熱器

バイオガスボイラ

貯湯槽

バイオガスボイラ

給湯

温水ボイラ

補給水

循環系統（保温）

バイオガス

バイオ
ガス

補給水系統



デマンドサイド再生可能エネルギーカスケード利用システム
地中熱カスケード利用システム

92

往還管の熱ロスが少なくなるOne-Way配管

給湯

暖房

地中熱
ヒートポンプ

地中熱採熱管

冷房

ロビー床放射暖房
＋外気予熱

楽屋シャワー

ロビー床放射冷房
＋外気予冷

＋電気室冷房

冬期給湯排熱の冷房利用

給湯負荷が無い時間帯の
温度可変による暖房利用

地中熱の直接利用

・2街区は、地中熱利用システムを給湯・暖房・冷房など多目的に利用



厨房換気エネルギーを最小化するシェアリング･熱回収厨房空調換気システム 103

厨房用外調機物販・客席用外調機

熱回収用予冷／予熱コイル
夏季は中温冷水のみで冷却

F
INV

物販・客席

F
INV

F
INV

厨房
F

INV

OA

脱臭装置

物販・客席用排気
ファン

厨房排気ファン

全熱交換器

熱回収コイル

EA

KEA
OA

P

・厨房排気から熱回収して厨房用外調機の
予冷・予熱に利用

脱臭装置の集約化

熱回収コイル

排気系統集約化・台数制御

排気量の増加
への対応可能

メインダクト
清掃頻度の低減

グリスフィルター

K
EA

K
EA

K
EA

・厨房排気系統の集約化により全体風量を
適正制御し、厨房排気から熱回収

厨房排気系統集約化による
シェアリング・熱回収システム

熱回収厨房空調換気システム



省CO2効果・一次エネルギー消費原単位 11
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2街区 3街区 4街区 総合計

CO
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出
量
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年
] 65%減

52.0 50.6

60.2

57.0

163.7

184.8

126.4

104.5
kg-CO2/㎡･年 kg-CO2/㎡･年

kg-CO2/㎡･年

kg-CO2/㎡･年

kg-CO2/㎡･年

kg-CO2/㎡･年

kg-CO2/㎡･年

kg-CO2/㎡･年

MJ/㎡･年
1,340 MJ/㎡･年

1,330

MJ/㎡･年
1,500

MJ/㎡･年
1,440

※ベースラインは、東京都の「総量削減義務と排出量取引制度」の標準排出原単位を基に設定
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